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音更町立音更中学校　教諭　佐藤　悠樹

国語 付けたい力を明確にした授業で

目標を明確にして指導内容（評価規準）を焦点化する
POINT�1
思・判・表

【単元目標と単元評価基準の書き方例】

　中学校は来年度、教科書が改訂される。その

たびに、教材研究をやり直したり、教材価値を

見直したりするなど、業務の負担感が増すこと

だろう。しかし、教材が変われど、子どもたち

に付けたい力は変わらないはずだ。やはり一番

大切なことは、教材と学習指導要領にどのよう

な結び付きがあるのかだと私は考える。特に、

「単元計画を熟考し、計画的に授業を行うこと」

である。

　下図は一例であるが、指導書に書かれていた

ものと、それを変更して焦点化したものである。

指導書の内容は、教材から考えられる価値を満

遍なく使えるように設定されている。そのため、

目標に複数の項目が反映された書き方となり、

評価規準も複数存在する。

　しかし、実際の指導において、これらを満遍

なく指導し、評価を行うのは難しい。そこで、

教師側が「指導内容を焦点化」することで指導

と評価が行いやすくなるのではないだろうか。

　「指導内容の焦点化」は、教師にとっては授

業のやりやすさに直結すると考える。単元で身

に付けたい力を考え、学習目標を一つに絞るこ

とで、評価基準も明確にできるだろう。また、

指導内容を焦点化することで、言語活動もより

妥当性の高い活動になると考えられる。

　実際、『少年の日の思い出』の授業において、

「文章を読んで理解したことに基づいて、自分

の考えを確かなものにしている」の評価規準に

焦点化して授業を行った結果、子どもたちから

出てくる考えがより具体的で明確な内容となっ

た。これは「自分の考えを明確にして書く」力

に直結するものだといえるだろう。

　また、「評価規準の焦点化」は子どもたちの

授業の受けやすさにもつながってくるのではな

いだろうか。どのようなことを深め、どのよう

な力を目指せばよいのか、それらが焦点化され

ることで、子どもたちの活動がより洗練され、

学びの多い授業になると考える。

単元の目標（指導書） （改善案）

・場面の展開や登場人物の心情
の変化を、描写に基づきながら
捉える。［Ｃ⑴イ］
・語り手に着目して作品を読み、
意見を交流するなどして、自分
の考えを確かなものにする。［Ｃ
⑴オ］

　文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えを確かな
ものにできる。［思考力・判断力・
表現力等］Ｃ⑴オ

単元の評価規準 (指導書 ) （改善案）

①「読むこと」において、場面
の展開や登場人物の相互関係（特
に語りと構成について）、また
心情の変化などについて、描写
をもとに捉えている。［C⑴イ］
②「読むこと」において、文章
を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを確かなものに
している。［C⑴オ］

①「読むこと」において、文章
を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えを確かなものに
している。［C⑴オ］

【実際の子どものプレゼン例】
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Ⅳ　中学校１学年の調査結果と指導の改善に向けて
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子どもの主体性を引き出す付けたい力を明確にした授業で

子どもの「主体性」を引き出す ICTの工夫
POINT�2
態度

【Padlet を活用した課題出し例】

　指導内容の工夫や改善を行っていく中で大切

なのは、子どもたちが自ら学ぼうとする意欲だ

と考える。私は以前、主体性を引き出す手立て

として、「パフォーマンス課題とルーブリック

評価」を例に記事を寄稿した。そこから、さら

に子どもたち自身の課題とするために行ってい

る、ICTを活用した「課題出し」を紹介したい。

　使用したのは「Padlet」で、Web ブラウザで

使えるオンライン掲示板アプリだ。これを利用

して、子どもたちの教材に対する興味や課題に

感じること・ものを表出させる。その後、教師

と一緒に選別し、子どもたちが出した考えの中

から単元の課題を決定していくのである。「課

題出し」を子どもたち自らが行うことによって、

「自分の考えが反映」された授業となり、課題

に対して自分事として考えることができる子ど

もが増える結果となった。特に、心情の読み取

りにおいては、子どもたち自身が前のめりに考

察を重ねる姿を見ることができた。

　ただし、子どもたちが出した考えを手当たり

次第に使用するのではなく、教師側があらかじ

めどのような単元の終末を迎えたいか考えてお

く必要があると考える。そのため、「POINT １」

で取り上げた単元の目標や評価規準が重要にな

っていくのではないだろうか。また、目標に準

じた言語活動の大枠も決めておく必要があるだ

ろう。子どもたちが「自ら考えた課題」を自分

たちで解決していこうとする形を、子どもたち

と一緒に目指したい。

　しかし、子どもたちの中には「自ら課題を考

える」ことが苦手な子どももいるだろう。その

際には、教師側の「おすすめ」を用意しておく

ことも大切だと考える。教師側の考えと子ども

たちの出した課題を混ぜながら「課題出し」を

行うことで、少しずつ子どもたちが課題の出し

方を学んでいくのではないだろうか。

　子どもたちの内面にある考えを ICT によって

「見える化」し、子どもたちが取捨選択した課

題を設定することで、子ども自身の「主体性」

を引き出せるのではないだろうか。


